






















































































































































































































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 39 号（2016 年 3 月 20 日）
・道徳教育は，とても奥が深くて人間として一
番大事なんだと思う。中学の時に道徳の時間
をもっと真剣に受けていたら，また違った見
方や自分ができていたんではないかもしれな
いと思うと後悔します。今回この授業を受け
て自分自身一歩前進できたと思います。
・道徳心が育っていないと言われる現在の日本
を教育の立場から変えるのは道徳教育であ
る。生徒が人の進むべき道を自分で見つけ進
んでいけるように手助けすることが必要だ。
教師になったら学校生活全ての面で生徒の行
動をよく見て時には褒めて時には叱って道徳
的実践を促すようにしたいと思う。
・道徳教育論を受けて，改めて道徳について考
えるようになりました。これから成長し社会
に出て行く生徒たちに道徳を学ぶことはどれ
だけ大切なことか。道徳は教える側も学ぶ側
もとても難しいと思いますが，道徳をしっか
り学び身に付けていくことは社会が変化して
いっても必要なことだ。学び続けていきたい。
・私が教師になったら生徒に道徳の授業で扱っ
たことについて授業後も心に残ってもらえる
ような授業をしたいと思います。
・これまで私は道徳を軽視していましたが，こ
の授業を通して道徳がいかに生徒に影響を与
える大切な時間であるかということを思い知
らされました。生徒の感情の変化や心情を道
徳の授業を通して理解できるようになりたい
です。
・私が教師になるころは，道徳の時間が教科に
なっていると思うので「道徳科」の授業を大
事にして，生徒一人ひとりをしっかりと見つ
めていきたいと思います。等，道徳教育の認
識を新たにしている。
　このような履修生たちが教員になり道徳教育
の充実，推進に取り組んでくれることを期待し
たい。
　同時に，履修生たちが中学生時代に受けてき
たであろう道徳の授業や道徳教育の認識が，教
員になった時に少なからず再生産される現実が
あることを考えると，教員養成課程では，改正
された「特別の教科　道徳（道徳科）」が目指
すものは『よりよく生きるための基盤となる道
徳性を養うため，道徳的諸価値についての理解
を基に，自己を見つめ，物事を広い視野から多
面的・多角的に考え，人間としての生き方につ
いての考えを深める学習を通して，道徳的な判
断力，心情，実践意欲と態度を育てる。』こと
であるという目標や「道徳科」の内容，及び内
容の取扱い等の理解を授業の中で具体的に深め
ていくことが重要な課題であると考える。
　また，模擬授業後の履修生の感想から，
・思いどおりの授業をするためには，相当の準
備と時間を費やさなければいけないと感じま
した。
・道徳は他の教科と比べ生徒の話を聞き考えさ
せる時間が長いので，しっかりと生徒と向き
合っていなければよい授業はできないと思っ
た。模擬授業の経験を活かしていきたい。
・生徒の心情や考えを引き出せるように工夫し
た授業を展開したい。
・発問によっては生徒に伝わらないことがあり
成長段階に合わせた授業をしなくてはいけな
いことがわかり，とても難しいことがわかっ
た。
・生徒が興味を持てたり，自発的に参加してい
く工夫をもっと見つけたいです。そして，自
分自身も生徒と共に考え学べるような授業展
開をしていけるようになりたい。
・どんなに想定しても想定しきれないことが授
業では必ず起こることがわかりました。もっ
と経験を積んで生徒の心に響く授業ができる
教師になりたいと思いました。
・生徒の目線と教師の目線は大きく異なるとい
うこと。生徒の立場を踏まえた上での授業を
心掛けること。生徒の様々な考えや思いを理
解し尊重すること。これらのことは，模擬授
業に留まらず，以後の教師人生の糧になった
と思います。
・教師の説話により，その授業の生徒に与える
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道徳の授業の充実に向けて
効果は大きく変化する。心に響くありのまま
の人間の思いを伝えられるとよい。等に見ら
れるように，教員養成課程における実践的な道
徳の授業力を育成することも大変重要な課題で
あると考える。
6　おわりに
　ここまで，「道徳教育論」履修生と中学校教
員へのアンケート調査等から道徳の授業の充実
に向けての課題について述べてきた。
　 後に，中学校教員の声の中に
・道徳科の評価はどうなるのでしょうか。具体
的かつ明確に示してほしい。
・評価について具体的な示唆があれば，教員が
道徳に対して前向きに取り組めるのではない
か。等，「道徳科」の評価に関するものがあっ
た。
　指導に生かす評価，所謂指導と評価の一体化
が言われて久しいが，道徳の授業や道徳教育の
評価については，道徳性は生徒の内面的な事柄
であり評価はなじまない，評価は慎重であるべ
きだ等の理由から，必ずしも十分な実践がなさ
れてきたとは言えない。
　「特別の教科　道徳（道徳科）」が検定教科書
を使用して実施されることとなったが，道徳の
授業の充実のために「数値などによらない生徒
の成長の様子を把握することを基本とする評
価」，「生徒の成長に役立つ評価」はどのような
ものなのか，生徒指導要録の改定も視野に，各
学校とりわけ授業を担当する教員（学級担任）
の理解を深めていけるのかも非常に重要な課題
であると考える。
